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Portfolio 10にようこそ 
Portfolioは簡単に設定できるデジタルアセット管理とメディア配信ソリューションです。一カ所で管理をする

ことで、Portfolio はデジタルアセットの管理と配信に必要なすべてのコントロールを行うことができます。

Portfolioカタログはマーケティングや画像管理、ウェブオンデマンド用のコンテンツに簡単に利用できます。 

このガイドについて 
このガイドでは、サーバー＆クライアントからなる Portfolioコンポーネントの基本的な設定について説明して

います。ここでは一般的な設定の説明のみを行っています。ユーザーやハードウェア、他のオプションの設定も

必要になると思います。 

Portfolio Serverを導入する前に、あなたのワークフローでどのようにデジタルアセットを管理したいのか考え

ておかれることを強くお勧めします。設定例やサーバーのオプションについては、Portfolio Server Adminガイ

ドを参照してください。 
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セットアップの概要 
ここでは、Portfolio Serverと Portfolio デスクトップクライアントの設定ステップを紹介しています。 

1. システム要件を確認します。 

サーバーとデスクトップクライアントをインストールするシステムが、システム要件を満たしていること

を確認してください。 

2. サーバーにその他に必要なソフトウェアをインストールします。 

サーバーには QuickTimeがインストールされている必要があります。Portfolio上で対象となるドキュメ

ントを扱えるようにするために、OpenOffice.org office と Adobe DNG Converter をインストールします。

Portfolioでは、Microsoft Word、Excel、PowerPointドキュメントのインデックス化およびプレビュー

作成に OpenOffice.orgを利用します。また DNG Converterは Camera Raw画像を Adobe Digital Negative

（DNG）フォーマットに変換します。 

Macintosh ユーザー：これらのソフトウェアをインストールするときは、Portfolio Serverをインストー

ルして利用するのと同じアカウントにログインしてインストールする必要があります。 

3. ファイアウォールの設定 

もしサーバーと、接続したいユーザーの間にファイアウォールがある場合は、Portfolio Server がクライ

アントソフトウェアとコミュニケーションできるように、ファイアウォールにいくつかのポートを開ける

必要があります。もしファイアウォールがサーバー上にある場合は、ポートを開けてサーバーにアクセス

できるように設定します。もしファイアウォールが自分のネットワークとインターネットの間にある場合

は、ポートを開けて、ネットワークの外部からサーバーにアクセスできるようにする必要があります。 

Portfolio Serverをインストールする前に、必要なポートが開いていることを確認してください。 

4. Portfolio Server をインストールします。 

Windows ユーザー：ドメインユーザーアカウントオプションか、ローカルシステムアカウントオプション

のどちらを利用する必要があるかを決めておきます。 

Macintosh ユーザー：Portfolio Serverをインストーするとき、OpenOffice.orgと Adobe DNG Converter

ソフトウェアをインストールしたのと同じアカウントにログインしていることを確認してください。 

5. Portfolio Server のシリアル番号を入力します。 

6. カタログを作成します。 

7. ユーザーを追加します。 

Portfolioユーザーアカウントを作成して、各ユーザーのカタログに対するアクセス権を設定します。 

8. クライアントに必要な他のソフトウェアをインストールします。 

ウェブブラウザを使ってアクセスする場合は、Adobe Flash Playerがインストールされている最新のブラ

ウザバージョン（Firefox、Safari、Internet Explorer）を利用する必要があります。デスクトップクラ

イアントはオーディオやビデオファイルの再生に QuickTime がインストールされていることが必要です。 

9. Portfolio デスクトップクライアントをインストールします。 

サーバーに一度に接続できるユーザー数に制限がある場合でも、クライアントソフトウェアは必要な数だ

けインストールすることができます。 

10. クライアントからサーバーに接続します。 

ネットワークが動いていることと、クライアントアカウントが適切なアクセス権を持っていることを確認

してください。 
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組み立てPortfolio Server 
既存のカタログからのアップグレード 
アップグレードについて不明点がある場合は Extensis のサポートページ

（http://www.extensis.com/support/）を参照してください。このページでは Portfolio ナレッジベース、ユー

ザーフォーラムなどが用意されています（英語）。 

ディレクトリサービスの準備（Enterprise 版） 
Portfolio Server 10を利用すると、Portfolio Server とアクティブディレクトリまたはオープンディレクトリ

サービスを統合して、ユーザーやグループを Portfolio カタログにマッピングできます。この機能を利用する場

合は、Portfolioのユーザーアカウントをディレクトリサービスのアカウント名と同じになるようにあらかじめ

設定しておきます。 

例：ユーザー「Joe Doakes」さんの Portfolioアカウント名が JoeDoakes で、彼のネットワークログイン名が

jdoakes の場合は、Portfolioのアカウント名を jdoakes（または JDoakes、または JDOAKES）に変更しま

す。ディレクトリサービスアカウント（または彼のアカウントが含まれているグループ）を Portfolio カタログ

にマッピングすると、Portfolio Serverとディレクトリサービスが同期して、ディレクトリサービスアカウント

が Portfolioアカウントとして利用できるようになります。 

Portfolio Server 9.x からのアップグレード 
重要： 

Macintoshユーザーは Portfolio Serverをインストールしたアカウントと同じアカウントでログインする必要が

あります。 

変更したポート値をコピーする 

1. ウェブブラウザを起動して Portfolio Server Adminアプリケーションを開きます。 

2. 左の一覧からポートをクリックします。 

3. 現在の値とデフォルトの値を比較します。デフォルトから変更されている値があればメモしておきます。 

4. 左の一覧からステータスをクリックして、サーバーを停止ボタンをクリックします。 

5. ウェブブラウザを閉じます。 

サーバーを停止する 

1. 左の一覧からステータスをクリックして、サーバーを停止ボタンをクリックします。 

2. ログアウトをクリックします。 

3. ウェブブラウザを閉じます。 

既存のカタログのバックアップ 

注意： 

SQLベースのカタログを利用している場合は、利用している SQLデータベースのアプリケーションを使ってすべ

てのファイルをバックアップしてください。 

 Portfolioのカタログフォルダを安全な場所にコピーします。デフォルトではフォルダは以下の場所にあ

ります： 

Macintosh：/Applications/Extensis/Portfolio Server/applications/native-
server/Catalogs/ 

http://www.extensis.com/support/�
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64-bit Windows：
C:\Program Files (x86)\Extensis\Portfolio Server\applications\native-
server\Catalogs\ 
32-bit Windows：C:\Program Files\Extensis\Portfolio Server\applications\native-
server\Catalogs\ 

OpenOffice.orgをインストールまたはアップデートします。 

1. 最新版のOpenOffice.orgを以下のサイトからダウンロードしてインストールしま

す。http://download.openoffice.org/index.html 

2. OpenOffice.org をインストールします。 

3. アプリケーションを起動して設定ウィザードを完了します。 

4. アップデートについて表示が出たら、アップデートのチェックは外しておきます。 

5. OpenOffice.org を終了します。 

他のソフトウェアのインストールまたはアップデート 

 最新版のQuickTimeを以下のサイトからダウンロードしてインストールしま

す。http://www.apple.com/quicktime/download/ 

Macintosh ユーザー：Apple メニューからソフトウェアアップデートを選び、最新版であることを確認し

てください。 

 最新版のAdobe Flashを以下のサイトからダウンロードしてインストールしま

す。http://get.adobe.com/flashplayer/ 

 最新版の Adobe DNG Converterを以下のサイトからダウンロードしてインストールします。 

Macintosh：  http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Macintosh 

Windows： http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Windows 

アカウント名（Windowsのみ） 

1. サービスコンソールを開きます（Windows Vista/Windows 7 では、スタート > 管理ツール > サービス、

Windows XPでは、スタート > プログラム > 管理ツール > サービス）。 

2. Portfolio Serverの Name コラムを見て、Log On As コラムのドメインとアカウント名を確認してメモし

ておきます。 

http://download.openoffice.org/index.html�
http://www.apple.com/quicktime/download/�
http://get.adobe.com/flashplayer/�
http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Macintosh�
http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Windows�
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Portfolio Serverのインストール 

1. Portfolio Serverのインストーラを起動します。インストーラの最新版は以下のサイトからダウンロード

できます。http://www.extensis.com/downloads/ 

Windows ユーザー：Domain\User を訪ねる画面が表示されたら、上記でメモしておいたドメインとアカウ

ント名を入力し、そのアカウントのパスワードを入力します。 

2. インストールが完了すると、Portfolio Server Adminアプリケーションが起動します。 

ネイティブカタログはこの時点でアップグレードされます。SQLカタログは Enterprise Solution Pack の

ライセンス入力が完了するとアップグレードされます。 

3. administrator アカウントと、自分で設定したオリジナルのパスワードでログインします。 

4. 画面左のライセンスをクリックして、Portfolioのライセンス番号を入力します。 

5. Enterprise Solution Packを利用する場合はそのライセンス番号を入力します。 

NetMediaMAX を利用する場合はそのライセンスを入力します。このライセンスを入力すると、

Portfolio Serverの再起動が求められます。そのため他の設定をすべて終えてからこのライセンスを入力

すると良いでしょう。 

6. ポート番号の変更が必要な場合は、画面左のポートをクリックして、上記でメモしておいたポート番号に

変更します。 

7. NetMediaMAX Solution Pack ライセンスを持っている場合は、左のライセンスをクリックして、ライセン

ス番号を入力し Portfolio Serverを再起動します。 

それ以外のアップデート 

Portfolio Server 9.0.x または 9.1.x からのアップデート 

 Portfolio Serverではプレビューファイルの取り扱いが変更されています。プレビューはサーバーに保存

され、各カタログでプレビューファイルを自動作成させるかどうかを選択することができます。このオプ

ションを有効にしておくと、ウェブクライアント、デスクトップクライアントで高速にプレビュー画像を

表示することができますが、サーバー上にハードディスク容量が必要になります。このオプションを無効

にすると、ウェブクライアント、デスクトップクライアントからのリクエストごとに一時的にプレビュー

を作成します。プレビュー表示に時間がかかりますがディスク容量は使いません。 

Portfolio Server Adminアプリケーション内でこの設定を変更できます。カタログをクリックしてカタロ

グを選択し、カタログの詳細情報を表示／編集をクリックします。プレビュータブをクリックします。 

 Portfolio Serverではログ機能が強化されました。Portfolio Server Admin アプリケーションのグロー

バル設定/ログ設定パネルで表示される場所にすべてのログファイルが保存されます。 

 新規カタログを作成する際に、サーバー上にオートシンクフォルダを作成できます。これによってウェブ

クライアントユーザーもすぐにアイテムを登録することができるようになります。デフォルトの設定は

Portfolio Server Admin アプリケーションのグローバル設定/デフォルトカタログパネルで設定できます。 

 Microsoft Officeファイルのメタ情報をより多く取り込めるようになっています。Word、Excel、

PowerPointファイルを再度追加することでこれらの情報を取り込むことができます。 

 Portfolio Serverは、サーバーのデスクトップにショートカットを作成します。このアイコンをダブルク

リックすると Portfolio Server Adminアプリケーションが起動できます。管理者が利用するポートを変

更していても利用可能です。 

Portfolio Server 9.5.x またはそれ以前のバージョンからアップデートする場合 

 Portfolio Serverは、サーバーのデスクトップにショートカットを作成します。このアイコンをダブルク

リックすると Portfolio Server Adminアプリケーションが起動できます。管理者が利用するポートを変

更していても利用可能です。 

http://www.extensis.com/en/downloads/�
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Portfolio Serverのシステムの必要条件 
最新の情報は、Extensisのウェブサイトでご確認ください： 

http://www.extensis.com/en/support/documentation/?fs=/en/support/documentation/portfolio/ 

または国内販売代理店のサイトをご覧ください： 

http://www.swtoo.com/product/extensis/ 

はじめにインストール 
MACINTOSH ユーザー向け注意： 

OpenOffice.org、DNG Converter、Portfolio Serverは同じ１つのユーザーでログインして行う必要がありま

す。 

QuickTime 

多くのビデオファイルの対応やその他の機能のために、Portfolio Serverでは QuickTime が必要です。特に

Windowsの場合はデフォルトでインストールされていないため重要になります。Mac OS X の場合は、ソフトウェ

アアップデートを利用して、最新バージョンをインストールしてください。 

QuickTimeのダウンロード: http://www.apple.com/quicktime/download/ 

ビデオファイルを取り扱わない場合でも、Portfolio Serverがファイルの種類を正しく見分けるために

QuickTImeのインストールを強くお勧めします。 

注意： 

QuickTime Proは必要ありません。QuickTime の基本バージョンで必要な機能が提供されます。 

OpenOffice.org 

いくつかのドキュメントフォーマット（Microsoft Word、Excel、PowerPoint）をカタログに登録するために、

Portfolioをインストールする前に、OpenOffice.orgをインストールして起動しておく必要があります。 

OpenOffice.orgのダウンロード: http://download.openoffice.org/index.html 

OpenOffice.orgは Portfolio Serverで他のカタログファイルを登録する場合は必要ありません。

Microsoft Officeのドキュメントを登録する場合は必ずインストールしてください。 

Adobe DNG Converter 

Portfolioはデジタルカメラの Camera RAWファイルをカタログ化できます。これらのファイルは一般的でないた

め、Adobeが開発した DNGファイルフォーマットに変換して広い範囲のアプリケーションで利用できるようにし

ます。 

Portfolio Serverに DNG Converter アプリケーション（無料）をインストールしておくと、Portfolioは

Camera Rawファイルをこの DNGにバッチ変換してくれます。 

DNG Converterのダウンロード: 

Macintosh： http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Macintosh 

Windows： http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Windows 

DNG Converterは Portfolio Server で必ずしも必要ではありません。インストールすると変換オプションが追加

されます。 

http://www.extensis.com/en/support/documentation/?fs=/en/support/documentation/portfolio/�
http://www.extensis.com/en/support/documentation/?fs=/en/support/documentation/portfolio/�
http://www.apple.com/quicktime/download/�
http://download.openoffice.org/index.html�
http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Macintosh�
http://www.adobe.com/support/downloads/product.jsp?product=106&platform=Windows�
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ファイアウォールのポートを開ける 
サーバーと接続したいユーザーの間にファイアウォールがある場合は、Portfolio Server とクライアントアプリ

ケーション間でコミュニケーションするために、いくつかのポートを開ける必要があります。 

 サーバー上にファイアウォールがある場合は、ネットワーク上の他のユーザーがアクセスできるようにポ

ートを開けます。 

 ローカルネットワークとインターネットの間にファイアウォールがある場合は、ネットワークの外部から

アクセスできるようにポートを開けます。 

ポート 説明 

2903 デスクトップクライアント 

8090 ウェブクライアント (JBoss HTTP/Web Service) 

8091 サーバー管理 (Jetty Web App) 

内部の Portfolio Serverコミュニケーション用にさらにポートが必要です。必要なポートとポート競合の問題

の解決については、Portfolio Server Adminガイド を参照してください。 

Portfolio Serverのインストール 
もっとも良いパフォーマンスとシンプルさを実現するためには、Portfolio Server をファイルサーバーにインス

トールしてください。 

最新のPortfolio ServerインストーラはExtensisのウェブサイトhttp://www.extensis.com/downloads/ からダ

ウンロードすることができます。インストーラをサーバーのハードディスクにコピーしてから、インストーラを

ダブルクリックして起動し、画面の指示に従います。 

サーバーソフトウェアがインストールされると、ウェブブラウザが開き、Portfolio Server Adminアプリケーシ

ョンが開きます。サーバーの設定、ユーザーの追加、カタログの作成が行えます。 

Windows にインストール 

Portfolio Serverのインストールは簡単です。インストーラをダブルクリックして起動し、画面の指示に従いま

す。 

Windowsではインストールの途中で、ドメインユーザーアカウントか、ローカルシステムアカウントでインスト

ールするか決めるように要求されます。 

ドメインユーザーアカウントオプション 

カタログに登録したいデータがネットワークボリューム上にある場合は、ドメインユーザーアカウントオプショ

ンを選択します。このオプションを選択するには、事前にドメインユーザーアカウントを作成し（できれば

Portfolio Server専用アカウント）、Portfolio Server のインストーラを実行する前にそのアクセスを設定す

る必要があります。ドメインアカウントを入力する場合、カタログに登録するファイルと、Portfolioが作成す

るプレビューファイルすべてに対して、アカウントは完全な読み/書きができる必要があります。このドメイン

アカウントは、また Portfolio Serverサービス（Portfolio Server、Portfolio Server Admin）が起動してい

るアカウントになります。アカウントはローカルアドミニストレータグループのメンバーでなければなりません。

これによって Portfolio Serverプログラムディレクトリとシステムファイルに対して全コントロールが可能に

なります。 

さらに、ローカルセキュリティポリシーコンソール内で、ドメインユーザーアカウントはサービスとしてログオ

ン特権を与えられる必要があります。詳しくは以下のページを参照してください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc739424(WS.10).aspx 

http://www.extensis.com/en/downloads/�
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc739424(WS.10).aspx�
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ローカルシステムアカウントオプション 

Portfolio Serverがインストールされている Windows上に、カタログに登録するファイルがすべて含まれている

場合には、ネットワークアクセス用にドメインユーザーアカウントを設定する必要はありません。単にローカル

システムオプションを選択します。 

Macintosh へのインストール 

Portfolio Serverのインストールは簡単です。インストーラをダブルクリックして起動し、画面の指示に従いま

す。 

Macintoshにインストールする場合は、Portfolio Serverはユーザーとして起動するので、インストール時には

そのユーザーでシステムにログインする必要があります。カタログに登録されるファイル（プレビューファイル

も含む）のロケーションに対して、そのアカウントが完全な読み/書きができる必要があります。リモート共有

をマウントしている場合は、ログアウトしないでください。 

Portfolio Serverがネットワーク上のファイルとプレビューにアクセスできるようにするには、

Portfolio Serverがインストールされているシステムに共有がマウントされている必要があります。最適なパフ

ォーマンスを得るには、Portfolio Server をファイルサーバーと同じマシン上にインストールします。 

注意： 

Macintosh上の Portfolioデスクトップクライアントから、他の Macintosh 上の Portfolio Serverにアクセスす

るためには、サーバーがマウントしているものと同じネットワーク共有をデスクトップクライアントシステムも

マウントする必要があります。これによってサーバーとクライアントの両方がアセットとプレビューへの同じパ

スを持つことになります。 

Xsan users 

Portfolio Serverはサーバーに接続している、いないにかかわらず、Xsan ボリューム上のファイルもカタログ

に登録できます。しかしカタログ登録とファイル検索のパフォーマンスは、サーバーが Xsan ボリュームに直接

接続しているほうが向上します。 

設定を続ける 

インストールが完了すると、Portfolio Server Admin アプリケーションがウェブブラウザ上で開き、サーバー

の設定を行えます。 

デフォルトのサーバー管理者のユーザー名は administrator、パスワードは password に設定されています。

ユーザー名とパスワードは大文字小文字を識別します。 

Portfolio Server Adminアプリケーション 
Portfolio Server Adminアプリケーションを使って、自分のネットワーク上のどのコンピュータからでも

Portfolio Serverの設定を変更することができます。 

Portfolio Server Admin を開くには： 

1. ウェブブラウザを開きます。 

2. アドレス欄にサーバーの IP アドレス、コロンの後にポート番号を入力します。デフォルトのサーバー管

理ポートは 8091です。 

入力例：http://192.168.0.1:8091 または http://localhost:8091 
3. 管理者ユーザー名とパスワードを入力してログインします。 

デフォルトでは、管理者ユーザー名は administrator、パスワードは password に設定されています。

ユーザ名とパスワードは大文字小文字を識別します。 

注意： 

できるだけすみやかに Administratorのパスワードを変更してください。Server Adminの左側の画面でユーザー
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注意： 

をクリックして、administrator を選択します。新規パスワードを入力して確認した後適用をクリックします。 

シリアル番号を入力する 
Portfolio Serverを使うには、Portfolio Server Admin アプリケーションからシリアル番号を入力する必要が

あります。 

Portfolio Server のシリアル番号を入れるには: 

1. Portfolio Server Adminアプリケーションを開き administrator としてログインします。 

2. ライセンスパネルが開いていない場合は、左側のパネルでライセンスをクリックします。 

3. ウィンドウの右下にある[ + ]ボタンをクリックしてライセンスを追加します。 

4. Portfolio Serverのシリアル番号を入力してライセンスを追加をクリックします。 

ライセンスパネルには、Portfolio Server のバージョン番号とライセンス数が表示されます。 

注意： 

シリアル番号を入力すると、設定ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、サーバーの設定の詳細

のチェックリストを表示できます。 

NetMediaMAX などのオプションサービスを思量する場合は、同様の手順でライセンス番号を追加します。

NetPublish Server のライセンスは Portfolioデスクトップクライアントアプリケーションから入力します。 

カタログを作成する 
Portfolioカタログにはアセットの情報が全て納められます。カタログ内には実際のファイルは入りませんが、

各ファイルのディスク上の場所を特定するパス情報が含まれます。 

Portfolio カタログを作成するには： 

1. Portfolio Server Adminを開きます。 

2. 左側のパネルでカタログをクリックします。 

3. カタログリスト内で新規カタログを追加をクリックします。 

4. カタログの種類を決定します。 

カタログ種類は汎用を選ぶとほとんどの目的で利用できます。 

5. データベースの種類を決定します: 

ネイティブ（FDB）：Portfolio Server のデフォルトデータベース種類です。 

SQL：Portfolio Server Enterprise を利用している場合のみ、SQL database を選択できます。

Portfolio Serverと SQL Databaseのインストールと設定についての詳細は Portfolio Server Adminガイ

ドを参照してください。 

6. カタログ名を入力します。 

ウェブクライアントを利用してカタログファイルを利用する場合は、ファイルがアップロードできるよう

に、すぐにオートシンクフォルダを作成することを考えてください。 

照合する言語、プレビューについてのこの時点で設定することができますが、カタログを作成した後から

でも設定が可能です。 

7. 作成をクリックします。 

カタログのデフォルト 

ユーザーのアクセスレベルなど、カタログの詳細の設定が可能です。Portfolio Serverヘルプ、または

Portfolio Server Adminガイドを参照してください。 
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ユーザーを追加する 
Portfolio カタログにアクセスするにはユーザーはアカウントが必要です。サーバー管理者は

Portfolio Server Adminからユーザーアカウントを作成して、カタログのメンバーにする必要があります。 

新規ユーザーを追加するには： 

1. Portfolio Server Adminアプリケーションを起動して administrator としてログインします。 

2. 左のパネル内でユーザーをクリックします。 

3. 新規ユーザーを追加をクリックします。 

4. 新規ユーザー情報を入力します： 

アカウント名：Portfolioにログインするユーザー名（必須） 

認証：この設定は Professional、または Enterprise版でのみ利用可能です。Portfolio Server でユーザ

ーアカウントを作成する場合はネイティブ（ビルトイン）、LDAP ディレクトリサービスによるユーザーア

カウントを作成するにはディレクトリサービスを選択します。 

ディレクトリサービスアカウントを利用する場合は、アカウント名はディレクトリサービスで利用してい

るユーザーアカウント名と同じである必要があります。ユーザーのパスワードもディレクトリサービスの

パスワードと同じになります。フルネームと電子メールアドレスは、ディレクトリサービスから情報を取

得して自動で入ります。 

パスワード：このアカウントで利用するパスワード（必須） 

パスワードの確認：パスワードの再入力（必須） 

フルネーム：ユーザーの実際の名前（オプション） 

電子メールアドレス：ユーザーに連絡の取れるメールアドレス（オプション） 

メモ：このアカウントやユーザーについての情報を入力する場所（オプション） 

アクセス：ユーザーがデフォルトでアクセスできるカタログを設定できます。ユーザーを全カタログに追

加チェックボックスにチェックしてアクセスレベルを選択します。ここにチェックしない場合は、個別の

カタログにユーザーを手動で追加します。 

5. 作成をクリックします。 
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LDAPユーザーをPortfolioカタログにマッピングする 
サーバー管理者は、LDAPディレクトリサービスのユーザーを Portfolioカタログにマップすることができます。 

Portfolio Server Adminアプリケーションを利用して、ディレクトリサービスとは別に、Portfolio ユーザーア

カウントを独自に作成することもできます。 

ディレクトリサービスを追加する： 

1. ウェブブラウザを起動して Portfolio Server Adminアプリケーションを起動し、administrator とし

てログインします。 

2. 左側のパネルにあるディレクトリサービスをクリックします。 

3. ディレクトリサービスを設定パネル内で、ディレクトリサービスの接続設定を入力します。 

ホスト名：利用しているディレクトリサービスの IPアドレス、または DNS 名 

ポート：LDAP 接続ポート（デフォルトポートは 389）を入力します。 

SSLを利用する場合は、SSL を利用オプションにチェックを入れ、適合するポート（SSLを使う場合の

LDAPのデフォルトポートは 636）を入力します。 

タイプ：ディレクトリサービスの種類を Active Directory（アクティブディレクトリ＝

Microsoft Windows）、または Open Directory（オープンディレクトリ＝Mac OS X）から選択します。 

LDAP バインドユーザー名：ディレクトリサービスに接続許可されているユーザー名を入力します。利用し

ているディレクトリサービスのタイプによって、ユーザー名の入力方法が変わります。 

アクティブディレクトリの場合はユーザー名として domain\user（mycompany\jsmith）、user@realm

（jsmith@mycompany.com、または完全な LDAP識別名

uid=jsmith,cn=users,dc=MYCOMPANY,dc=COM）を入力します。 

オープンディレクトリの場合はドメインユーザー名のみ（jsmith）または完全な LDAP識別名

（uid=jsmith,cn=users,dc=MYCOMPANY,dc=COM）を入力します。 

パスワード：LDAPバインドユーザー名のパスワード 

毎日の同期：1日に一度、LDAPサーバーと Portfolio Serverのマッピングを自動的に同期するオプショ

ンを選択できます。このオプションが選択できな場合には手動で同期が可能です。 

4. 適用をクリックします。 

Portfolio カタログにディレクトリサービスのユーザーまたはグループをマッピングする： 

1. ディレクトリサービスを設定パネルにあるマッピングの表示／編集をクリックします。 

マッピングの表示／編集パネルには 2つのパートがあります：左側にあるサービスブラウザには、ユーザ

ーとグループの一覧があります。右側のマッピングには、カタログにマッピングされているユーザーが一

覧されています。 

2. ターゲットカタログ右側のマッピングパネルのターゲットカタログドロップダウンメニューからマッピン

グしたいカタログを選択します。 

3. 左側にある検索結果でエントリーを選択します。 

4. サービスブラウザ画面の下にあるマッピング作成をクリックします。 

5. マッピング保存をクリックします。これによって Portfolio Serverがディレクトリサービスと同期をと

り、選択したカタログにユーザーを追加します。 

Portfolioとディレクトリサービスの詳細については Portfolio Server Adminガイドまたはヘルプシステムを参

照してください。 
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組み立てウェブクライアント 
ウェブクライアントの設定 
Portfolioウェブクライアントを利用するには、Flash Player がインストールされた対応するウェブブラウザが

必要です。最新バージョンの Firefox、Internet Explorer、Safariなどが対応ブラウザです。対応するブラウ

ザの全リストはシステム要件を参照してください。 

最新の Flash Playerのダウンロード：http://www.adobe.com/flashplayer/ 

もちろん、ウェブクライアントが Portfolio Serverにアクセスするためには、外部からのアクセスのために、

サーバーファイアウォールの正しいポートが開いている必要があります。 ファイアウォールのポートを開ける

および Portfolio Server Admin ガイドを参照してください。 

ウェブクライアントユーザーもユーザーアカウントとカタログへのアクセス権が必要です。ユーザーを追加する

および Portfolio Server Admin ガイドを参照してください。 

ウェブクライアントからカタログに接続する 
Portfolio Serverに接続するには、Portfolio Server管理者からアクセス情報を入手してください。以下の情

報が必要です： 

 Portfolio Server IPアドレスまたはサーバー名 

 Portfolio Serverポート番号 

 ユーザー名 

 パスワード 

Portfolio Server に接続するには： 

1. 対応しているウェブブラウザを開きます。 

2. アドレス欄に IPアドレスまたはサーバー名を入力し、続けてコロンとポート番号を入力します

（Portfolio Serverのデフォルトのポート番号は 8090 です）。 

入力例: http://192.168.0.1:8090 または http://servername:8090 
3. ドロップダウンメニューから言語を選びます。 

4. ユーザー名とパスワードを入力してログインをクリックします。 

ウェブクライアントインターフェイス 
Portfolioウェブクライアントは主に４つのエリアに分かれています： 

 ツールバー：ウェブクライアントの上部にあります。ツールバーからは、ファイルのアップロード、ダウ

ンロード、メインウィンドウの表示変更などにアクセスできます。 

 オーガナイザ：左側にあります。利用できるカタログが表示されています。 

 メインウィンドウ：ウェブクライアントの中央にあります。ここにはオーガナイザで選択したアイテムの

サムネールや他の情報が表示されたり、カタログの検索結果が表示されます。 

 アイテムプロパティ：右側にあります。ここにはメインウィンドウで選択されたアイテムのファイル情報

やメタ情報が表示されます。多くのフィールドは直接このパネル内で編集が行えます。 

一つのアイテムをプレビューしている場合は、インターフェイス全体がプレビューに置き換わります。他のアイ

テムのプレビューに切り替えたり、ほかのナビゲーションコントロールを利用する場合は、フィルムストリップ

から選択します。 

ウェブクライアントの使い方の詳細は、ウェブクライアントツールバーにあるヘルプをクリックするか、

Portfolioウェブクライアントユーザーガイドを参照してください。 

http://www.adobe.com/flashplayer/�
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組み立てデスクトップクライアント 
デスクトップクライアントのインストール 
Portfolioデスクトップクライアントを使うと、カタログ内の参照、検索、編集が可能です。デスクトップクラ

イアントではさらに、オートシンクフォルダの作成、カスタムフィールド、マスターキーワードリストの作成な

ど、カタログの管理が行えます。 

Portfolioデスクトップクライアントをインストールする前に、ご利用になるコンピュータが必要なシステム要

件を満たしていること、そして最新版の QuickTimeがインストールされていることを確認してください。 

Extensis のウェブサイト http://www.extensis.com/downloads/から Portfolio Server をダウンロードします

（ダウンロードファイルには、Portfolio Server、デスクトップクライアント、NetPublish Server が含まれて

います）。デスクトップクライアントのインストーラをコンピュータにコピーして、インストーラをダブルクリ

ックして起動します。後は画面の指示に従います。 

注意： 

Mac OS X では、起動しているすべての他のアプリケーションを終了してください。インストール完了後、コンピ

ュータの再起動が必要になります。インストーラが完了するとインストーラがコンピュータを再起動する画面を

表示します。 

デスクトップクライアントからカタログを開く 
デスクトップクライアントからカタログを開くためには、サーバーに接続する必要があります。 

注意： 

外部のネットワークを経由してデスクトップクライアントから Portfolio Server に接続するためには、サーバ

ーのファイアウォールの正しいポートが開いている必要があります。サーバーのファイアウォールポートを開く

または Portfolio Server Admin ガイドを参照してください。 

1. Portfolioデスクトップクライアントを起動します。 

2. ファイル > サーバー接続を選びます。 

3. サーバーの追加をクリックします。 

4. サーバーを特定できるような名前をつけて、IPアドレスまたは Portfolio Server のネットワーク名を入

力して OKをクリックします。 

サーバー名はどんな名前でも構いません。ネットワーク名やコンピュータ名と関連のない名前で大丈夫で

す。 

5. サーバー接続画面で、サーバー名の横にある [ + ]アイコン（Mac は三角形）をクリックすると、サーバ

ーの持つカタログが表示されます。 

6. カタログを選択してカタログを開くをクリックします。 

7. ユーザー名とパスワードを入力して OK をクリックします（管理者レベルの機能を利用する場合はカタロ

グ管理者のユーザーとパスワードを入力してください）。 

カタログを起動時に開くのチェックボックスにチェックを入れると、次回デスクトップクライアントを起

動する際に、パスワードを入力する画面が開きこのカタログが開きます。 

http://www.extensis.com/en/downloads/�
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デスクトップクライアントインターフェイス 
デスクトップクライアントには以下の主な画面があります： 

 ツールバー：ツールバーはデスクトップクライアントの上にあります。ここからクイック検索など主な機

能にアクセスすることができます。必要なボタンを追加するなどカスタマイズが可能です。 

 ギャラリー：ギャラリーパネルはウィンドウの左側にあります。ギャラリーはカタログ内のアイテムの整

理や表示をまとめるためのものです。ギャラリーパネルには、開いているカタログのギャラリーが表示さ

れます。 

 フォルダパネル：フォルダパネルを使うとコンピュータやネットワーク上のフォルダに簡単にアクセスす

ることができます。またこのフォルダ内でオートシンクの設定を行えます。 

注意： 

Mac OS X ではフォルダ表示はウィンドウドロワーで、Windowsではギャラリーパネルの下に表示されま

す。 

 メインウィンドウ：メインウィンドウには現在選択されているギャラリーやフォルダ内のアイテムが表示

されます。アイテムをダブルクリックするとプレビューを表示できます。 

デスクトップクライアントの詳細は、ヘルプシステムまたは Portfolioデスクトップクライアントユーザーガイ
ドを参照してください。 

デスクトップクライアントの管理機能 
Portfolio デスクトップクライアントでは、カタログ管理者レベルのユーザーはいくつかの管理機能を利用する

ことができます。 

管理者レベルでアクセスすると以下のことが行えます： 

 オートシンクフォルダの作成、削除、管理 

 カスタムフィールドおよび値一覧の作成、削除、管理 

 マスターキーワードリストの管理 

 フィールドデフォルト、メタデータ設定、カタログ詳細オプションなどのさらなる設定 

 サムネイルサイズ、メタデータマッピングなどのカタログオプションの設定 

 アイテムがカタログに追加される際に自動的に特定のフィールドにデフォルト値を入れる設定 

さらに詳しい情報は、デスクトップクライアントのヘルプから>Portfolio デスクトップクライアントユーザー
ガイドを参照してください。 

その他 
Portfolioデスクトップクライアントをインストールすると、OSレベルのショートカットメニュープラグインと

Portfolio Express が同時にインストールされます。 
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ショートカットメニュープラグイン 
Windows エクスプローラーまたは Mac OS X v 10.5以上の Finder 上で選択したファイルまたはフォルダ上で右

クリックすると、Portfolio に追加というショートカットメニューが表示されます。サブメニューからすでに開

いているカタログを選択するか他のカタログを選びます。カタログを選択すると Portfolioデスクトップクライ

アントが起動して、選択したファイルが Portfolioカタログに追加されます。 

注意： 

この機能を利用するにはカタログのユーザー名とパスワードが必要です。また他のカタログを開く場合には、サ

ーバー上のカタログに最初に接続する必要があります。 

Portfolio Express 
Portfolio Express は非常に軽いアプリケーションで、起動し続けておくことができます。カタログ内のコンテ

ンツの参照、検索、プレビューと、カタログ内のファイルを開くことができます。また Portfolio Expressのウ

ィンドウからドラッグ＆ドロップをサポートしているドキュメントにコンテンツをドラッグ＆ドロップして取り

込むこともできます。例えば作業中のドキュメントに画像を取り込む際に便利です。 

Portfolio Express はコンピュータにログインした際に自動的に起動し、自分で設定可能なホットキーを使って

ウィンドウを表示／非表示にすることができます。 

デスクトップクライアントの Portfolio Express についての詳細は Portfolioデスクトップクライアントユーザ
ーガイドを参照してください。 
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Portfolioを使用して 
アセットをカタログに登録する 
アセットをカタログに登録する場合、アイテムをカタログに登録する、そして情報を追加する、という２つのス

テップがあります。 

アセットをカタログに登録する 
以下の３つの方法でアセットファイルをカタログに登録できます： 

 デスクトップクライアントまたはウェブクライアントから手動で登録できます。カタログに登録したい一

つまたは複数のアイテムを選択します。デスクトップクライアントではフォルダやディスク全体を登録す

ることもできます。 

 オートシンクフォルダを使って自動的に登録できます。Portfoioを使っていないユーザーでもオートシン

クフォルダにアイテムを置くと、カタログに登録されます。 

 Mac OS X Finderや Windows Explorerから、簡単に登録できます。カタログに登録したいファイルやフォ

ルダを右クリックして、Portfolio に追加 をショートカットメニューから選択し、登録するカタログを選

びます（このオプションは Portfolioデスクトップクライアントをインストールしたコンピュータからの

み利用できます）。 

カタログ管理者は、デスクトップクライアントユーザー用にカタログ作成オプションプリセットを設定できます。

これによってアイテムに情報を自動的に追加したり、カタログに登録する際に情報入力の画面を開くように設定

できます。 

アセットに情報を追加する 
カタログへの登録が完了したら、今度は、すばやく正しい画像やファイルを探す場合に鍵となる情報をタグとし

て追加します。 

カタログ内のアイテムを特定する方法： 

 アイテムのサムネイルとプレビュー：見た目で探すのが一番速い場合もあります。もちろん検索した結果

から見た目で特定することもできます。高品質プレビューでこの作業も楽に実行できます。 

 テキストインデックス：PDF や Word、PowerPoint 書類内のテキストをインデックス化します（英語のみ）。

特定の単語を含むファイルを検索することができます。 

 キーワード：キーワードを利用することによって、ファイルや画像がどこにあるのかの特定が簡単になり

ます。例えば「契約書」というキーワードをすべての Woｒｄの契約書につけておいたり、ファッション写

真に「女性」というキーワードをつけたりします。 

 カスタムフィールド：例えば作者名やイベント名など、ワークフロー上で特定の利用ができる情報を追加

できます。 

 ファイルメタデータ：デジタルカメラで撮影したファイルにはカメラモデルや撮影日、撮影時の設定、ま

たは撮影場所の情報が含まれています。多くのアプリケーションでは、作者名やコピーライトなどの情報

を埋め込む機能を持っています。Portfoli ではカタログに登録する際にこれらすべての情報を自動的に取

り込むことができます。お使いのアプリケーションやデバイスがどのような情報を埋め込む設定になって

いるのか確認しておくと役立ちます。 

編集者権限でカタログを使うユーザーは、デスクトップクライアントやウェブクライアントから、アセットの情

報を入力したり編集することができます。 
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カタログ管理者は、デスクトップクライアントからカスタムフィールドを作成したり、マスターキーワードを設

定することができます。 

カタログ作成オプションでは自動的にアセット情報を含む設定が行えます。またはユーザーが特定の情報を追加

できるように表示することもできます。詳細はデスクトップクライアントのオンラインヘルプか、Portfolio デ
スクトップクライアントユーザーガイドを参照してください。 

アセットにアクセスする 
デジタルアセットをカタログに登録したら、例えば、ドキュメント用に変換したり、プレゼンテーションに画像

を探したり、様々な目的でアセットにアクセスするようになるでしょう。 

カタログに登録されているアセットにはデスクトップクライアントまたはウェブクライアントからアクセスする

ことができます。デスクトップクライアントにはファイルを編集するより多くの機能が用意されています。ウェ

ブクライアントではアセットを自分のコンピュータにダウンロードすることができます。 

ウェブクライアントからアセットをダウンロードする 
Portfolioウェブクライアントでアセットをダウンロードする場合は、ダウンロード時間を短縮するために圧縮

ファイル（ZIP）として用意します。ZIP ファイルは Windows Explorer や Mac OS X Finder で直接解凍できます。 

ファイルをダウンロードするには： 

1. ダウンロードしたいファイルを選択します。 

2. ツールバーのダウンロードをクリックします。 

3. Portfolio Serverはダウンロードファイルを ZIP ファイルで準備し、今すぐダウンロードするか後で行う

かを選択する画面を表示します。OK をクリックするとダウンロードが開始されます。 

キャンセルをクリックすると、圧縮されたファイルは「ジョブ」として保存され、後からダウンロードす

ることができます。 

注意： 

ダウンロードするファイルが 1つだけの場合は、ZIP圧縮されません。  

4. Portfolio Serverでが ZIPファイルを用意できたら、保存場所の画面が表示されます。保存したい場所を

選択して、必要であればファイル名を変更し、保存をクリックします。 

注意： 

ファイルが開けなくなりますので、.ZIP ファイルの拡張子を変更しないように注意してください。 

ファイルダウンロードが完了したら圧縮を解凍して利用します。 

さらに詳細の情報はウェブクライアントのヘルプまたは Portfolio ウェブクライアントユーザーガイドを参照し

てください。 
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デスクトップクライアントからアセットを探す 
Portfolioデスクトップクライアントから、アセットファイルに対して様々なことが実行できます： 

 オリジナルファイルの編集 

 ファイルのコピー 

 異なるフォーマットへの変換 

 他のアプリケーションへのドラッグ 

ファイルを編集するには： 

1. いずれかのギャラリー内でアイテムを選択します。 

2. Command-E（Mac）または Control-E（Windows）を押します。 

Portfolioは編集アプリケーションを起動して、選択したファイルをそのアプリケーションで開きます。もし作

成したアプリケーションが不明の場合は、Portfolioは開くアプリケーションを特定するよう表示します。 

ファイルをコピーするには： 

1. いずれかのギャラリー内で一つまたは複数のアイテムを選択します。 

2. アイテム> オリジナルファイルの操作> コピーを選択します。 

3. コピーを作成したい場所を選んで選択（Mac）または OK（Windows）をクリックします。 

Portfolioは、オリジナルファイルはそのままに、選択したフォルダにファイルをコピーします。  

ファイルを変換するには： 

1. いずれかのギャラリー内で変換したいアイテムを選択します。 

2. アイテム> 画像の一括変換を選択します。 

3. 変換したいファイル形式を選択します。 

4. その他の変換設定を行います： 

 JPEGファイルの場合は、設定をクリックして圧縮レベルを設定します。 

 カラーモードを選択します。 

 変換後の解像度を設定します。 

 サイズ変更と切抜きの設定をします。 

5. 新しい画像を保存する場所を指定します： 

 ファイルの保存場所を尋ねるダイアログボックスを表示する：変換 をクリックした後、ディレク

トリを指定する画面が開きます。 

 オリジナルファイルを新規ファイルで置換する：変換後のファイルでオリジナルファイルを置き換

えます。 

注意： 

このオプションを選択するとオリジナルファイルは失われます。 

 オリジナルと同じフォルダ内：オリジナルファイルと同じ名前になる場合は、ファイル名の最後に

数字が追加されます。例 karate.tif は karate1.tif 
6. 新規画像をカタログに追加するかどうかを指定します。 

7. 変換をクリックします。 

変換作業は Portfolio Server で実行されます。 
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他のアプリケーションへドラッグする 

Portfolioで管理している画像を、他のアプリケーションで利用する場面も出てきます。上記で説明したような

オリジナルファイルの編集以外にも、Portfolioのギャラリーから、他のアプリケーションで開いているドキュ

メントにアイテムをドラッグして配置することもできます。 

例えば： 

 Portfolioギャラリーのサムネールを Wordドキュメントにドラッグして画像のコピーを配置する 

 メール内にドラッグして添付ファイルにする 

 アプリケーションアイコンにサムネールをドラッグしてそのアプリケーションでオリジナルファイルを開

く 

 サムネールをフォルダにドラッグしてファイルのコピーを作成する 

アセットを管理する 
デジタルアセットの管理方法やテクニックはいくつかあります。この項目についての詳細は Extensis社のウェ

ブサイト http://www.extensis.com/en/downloads/document_download.jsp?docId=4000037 から、

Digital Asset Management Best Practices Guide（デジタルアセット管理活用ガイド）を参照してください。 

主なアセット管理方法には以下のものがあります： 

 複数のカタログを利用する：カタログ化されたアセットには誰がアクセスしたいのか、が重要です。特定

のアセットにアクセスしたいユーザーのみが、そのカタログへアクセスできればよいからです。 

注意： 

Portfolio Serverのライセンスによって、 同時に開けるカタログ数に制限があります。この場合他のカ

タログを開く前に、現在開いているカタログを閉じてください。 

 ギャラリーを有効活用する：ギャラリーを利用すると、カタログ内アセットのサブセットにすばやくアク

セスできます。しかしギャラリーを有効活用するには、ユーザーが使いやすいように設定する必要があり

ます。「１」という名前のギャラリーでは役に立たないかもしれません。「写真」というギャラリーの方

が中身を推測できます。 

 プライベート（非公開）ギャラリーを使う：プライベート（非公開）ギャラリーは、ギャラリーを作成し

た本人しか見ることのできないギャラリーです。他の人には役に立たない分類方法でも、自分だけにわか

る方法で整理したい場合にはこちらを利用します。 

 ファイルサーバーにファイルを置く：ローカルコンピュータ上や、様々なネットワーク上にアセット自体

が散在していると、カタログで管理することはできますが、管理自体は難しくなります。デジタルアセッ

トは重要でかけがえのないデータですので、バックアップも定期的に行います。ファイルをファイルサー

バーに常に置いておくようにすると、バックアップ作業もシンプルになります。 

コンタクトシートの作成 
Portfolio ウェブクライアントで PDFコンタクトシートを作成する： 

 コンタクトシートに含みたいアイテムを選択します。オーガナイザ内のすべてのアイテムを含む場合は、

オーガナイザを選択します。 

 ウェブクライアントメインメニューから PDF 作成を選択すると、最後に設定した内容でコンタクトシート

を作成します。 

 プリセットからコンタクトシートを作成するには、PDF 作成の横にある アイコンをクリックして、1、2、

4、9、16 アイテムのページからプリセットを選択します。 

 プリセットの設定を変更するには、PDF 作成の横にある アイコンをクリックして設定を選択します。 

http://www.extensis.com/en/downloads/document_download.jsp?docId=4000037�
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Extensisの連絡 
Extensis 
1800 SW First Avenue, Suite 500 

Portland, OR 97201 

電話（無料）: (800) 796-9798 

電話: (503) 274-2020 

Fax: (503) 274-0530 

Web: http://www.extensis.com 

Extensis ヨーロッパ 
Suite 18, Newton House 

Kings Park Road, Moulton Park 

Northampton NN3 6LG, United Kingdom 

電話: +44 (0)1604 654 270 

Fax: +44 (0)1604 654 268 

Email: info@extensis.co.uk 

カスタマーサービス 
Web: http://www.extensis.com/customerservice

/ 

パッケージ内の案内をご覧ください。 

  

ドキュメントについてのお問い合わせ 
Web: http://www.extensis.com/helpfeedback/ 

もしくは国内販売代理店までお問い合わせください。 

技術サポート 
技術サポートにご連絡いただく場合は、次の情報をご用意ください。 

 お客様のシリアル番号 

 お客様のコンピュータの設定（オペレーティングシステム、メモリ、ハードディスクドライブ、コンフィ

ギュレーションなど） 

 ご質問、または問題の説明（何がどういうときに起こったのかを具体的に）  

 電話番号（担当者からお客様への電話を希望される場合） 

さらに、表示されたエラー番号またはメッセージおよび、関連するかもしれないと思われるその他の情報を書き

留めておいてください。 

よくある質問とその答え、トラブルシューティングのヒントについては、次のアドレスから Extensisの Web サ

イトをご利用ください。http://www.extensis.com/ 

電話によるサポート 

北米では、（503） 274-7030 にご連絡ください。 

ヨーロッパでは、+44 （0） 1604-654-270にご連絡ください。 

日本国内では、製品パッケージに同梱されている案内をご覧ください。 

http://www.extensis.com/�
mailto:info@extensis.co.uk�
http://www.extensis.com/customerservice/�
http://www.extensis.com/customerservice/�
http://www.extensis.com/helpfeedback/�
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